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派
遣
労
働
者
の
約
四
割
が
今
後
、「
正
社
員

と
し
て
働
き
た
い
」
と
考
え
て
い
る
一
方
で
、

「
今
の
ま
ま
の
働
き
方
が
よ
い
」
と
し
て
い

る
人
も
同
じ
程
度
い
る
―
―
。
厚
生
労
働
省

が
実
施
し
た
「
労
働
者
の
派
遣
の
実
態
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
結
果
で
こ
ん
な
実

態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
時
に
行
っ
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
で
は
、
正
社
員
と
し
て

働
き
た
い
と
答
え
た
人
が
約
六
割
を
占
め
、

今
の
ま
ま
の
働
き
方
を
望
む
人
は
二
割
弱
に

落
ち
込
む
な
ど
、
調
査
対
象
・
手
法
に
よ
る

違
い
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
厚
労
省

で
は
現
在
、
製
造
業
派
遣
や
登
録
型
派
遣
の

是
非
を
含
む
労
働
者
派
遣
制
度
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
有
識
者
会
議
を
設
け
検
討
し
て
お

り
、
今
回
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
今
夏
を

め
ど
に
報
告
書
を
ま
と
め
る
考
え
だ
。

調
査
は
厚
労
省
が
労
働
者
派
遣
の
実
態
を

把
握
す
る
目
的
で
昨
年
一
二
月
に
実
施
し
た
。

調
査
対
象
は
派
遣
元
事
業
所（
一
万
事
業
所
）、

従
業
員
一
〇
人
以
上
の
派
遣
先
事
業
所
（
二

万
事
業
所
）、
派
遣
労
働
者
（
二
万
人
）。
調

査
票
は
派
遣
元
・
派
遣
先
事
業
所
に
は
郵
送

し
、
派
遣
労
働
者
に
は
派
遣
元
事
業
所
を
通

じ
て
配
布
し
た
。
こ
れ
と
は
別
に
民
間
調
査

会
社
が
保
有
す
る
モ
ニ
タ
ー
を
利
用
し
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
も
実
施
。
派
遣
労
働
者

四
〇
〇
〇
人
の
回
答
を
ま
と
め
た
。
以
下
、

派
遣
労
働
者
を
対
象
に
し
た
二
つ
の
調
査
の

概
要
を
紹
介
す
る
。

「
正
社
員
と
し
て
働
き
た
い
」
と
「
今

の
ま
ま
で
よ
い
」
が
拮
抗
―
派
遣
労

働
者
へ
の
調
査
票
調
査

派
遣
労
働
者
を
対
象
と
し
た
調
査
結
果

（
調
査
票
に
よ
る
調
査
で
二
〇
八
八
人
か
ら

の
回
答
を
集
約
、
回
答
率
一
〇
・
九
％
）
の

回
答
者
属
性
を
み
る
と
、
性
別
は
男
性
が
五

七
・
六
％
、
女
性
が
三
八
・
七
％
。
年
齢
は
、

三
五
～
三
九
歳
（
一
七
・
五
％
）
が
も
っ
と

も
多
く
、
次
い
で
三
〇
～
三
四
歳
（
一
六
・

六
％
）、
四
〇
～
四
四
歳
（
一
五
・
六
％
）、

二
五
～
二
九
歳
（
一
二
・
八
％
）、
四
五
～

四
九
歳
（
一
一
・
三
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

 

過
去
一
年
間
の
派
遣
就
労
に
よ
る
収
入

は
、二
〇
〇
万
～
三
〇
〇
万
円
未
満
（
二
九
・

九
％
）
が
も
っ
と
も
多
く
、
次
に
多
い
の
が

一
〇
〇
万
～
二
〇
〇
万
円
未
満
と
三
〇
〇
万

～
四
〇
〇
万
円
未
満（
と
も
に
一
七
・
四
％
）

だ
っ
た
。
過
去
一
年
間
の
派
遣
以
外
に
よ
る

収
入
は
、「
な
し
」
が
六
六
・
三
％
を
占
め
て

い
る
。

 七
割
が
常
用
型
派
遣
で
就
労

現
在
の
就
労
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
派

遣
会
社
と
の
雇
用
形
態
は
有
期
雇
用
が
五

五
・
九
％
、
無
期
雇
用
は
三
九
・
三
％
。
派

遣
形
態
は
常
用
雇
用
型
が
六
九
・
三
％
、
登

録
型
が
二
四
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
派
遣
会
社
と
結
ん
で
い
る
雇
用
契

約
期
間
は
、期
間
の
定
め
の
あ
る
者
が
六
三
・

五
％
、期
間
の
定
め
な
し
が
三
六
・
五
％
だ
っ

た
。
期
間
の
定
め
の
あ
る
者
の
な
か
で
は
、

「
三
〇
日
超
三
カ
月
以
内
」
が
二
〇
・
八
％

で
一
番
多
く
、「
六
カ
月
超
一
年
以
内
」（
一

六
・
七
％
）、「
三
カ
月
超
六
カ
月
以
内
」（
一

四
・
三
％
）、「
一
年
超
三
年
以
内
」（
八
・
三
％
）

が
続
く
。

現
在
の
派
遣
契
約
に
お
け
る
派
遣
契
約
期

間
で
は
、「
一
年
超
三
年
以
内
」（
二
一
・
七
％
）、

「
六
カ
月
超
一
年
以
内
」（
二
〇
・
二
％
）、「
三

〇
日
超
三
カ
月
以
内
」（
一
八
・
七
％
）
が
多

い
。
現
在
派
遣
就
労
し
て
い
る
派
遣
先
の
業

種
は
、「
製
造
業
」（
三
七
・
二
％
）が
最
多
。「
情

報
サ
ー
ビ
ス
業
」（
一
二
・
〇
％
）、「
そ
の
他

の
サ
ー
ビ
ス
業
」（
一
一
・
六
％
）、「
建
設
業
」

（
八
・
〇
％
）
な
ど
の
順
。
派
遣
就
労
し
て

い
る
業
務
は
「
物
の
製
造
」
が
一
九
・
〇
％

で
高
く
、「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
（
一
号
）」

の
一
二
・
六
％
、「
事
務
用
機
器
操
作（
五
号
）」

の
一
一
・
三
％
な
ど
が
続
く
。

六
割
が
正
社
員
か
ら
の
転
身

派
遣
就
労
を
始
め
る
直
前
の
状
況
に
つ
い

て
は
、「
派
遣
以
外
の
就
労
」
が
圧
倒
的
に
多

く
六
三
・
六
％
、次
い
で
学
卒（
一
一
・
四
％
）

が
続
く
。
派
遣
就
労
直
前
に
就
い
て
い
た
職

は
、
正
社
員
が
六
〇
・
三
％
で
多
く
、
次
に

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
（
二
一
・
〇
％
）
と

な
っ
て
い
る
。
直
前
の
職
を
離
職
し
た
理
由

は
、「
自
己
都
合
」（
六
四
・
四
％
）が
多
く
、「
倒

産
廃
業
」（
八
・
六
％
）
や
「
契
約
終
了
の
た

め
」（
八
・
五
％
）
は
一
割
未
満
だ
っ
た
。
派

遣
と
い
う
働
き
方
を
選
ん
だ
理
由
（
三
つ
ま

で
選
択
）
は
、「
正
社
員
の
職
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
た
め
」（
二
二
・
七
％
）
が
も
っ
と
も

多
く
、以
下
、「
仕
事
内
容
を
選
べ
る
」（
一
八
・

二
％
）、「
特
に
理
由
は
な
い
」（
一
七
・
八
％
）、

「
勤
務
地
・
勤
務
期
間
・
勤
務
時
間
を
選
べ

る
」（
一
六
・
八
％
）、「
専
門
知
識
を
活
か
せ

る
」（
一
五
・
九
％
）、「
私
生
活
と
の
両
立
が

図
れ
る
」（
一
一
・
〇
％
）
な
ど
と
な
る
。 

能
力
や
ス
キ
ル
の
獲
得
方
法
（
同
）
で
は
、

「
派
遣
先
で
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
」（
四
〇
・
三
％
）
や

「
派
遣
就
労
を
始
め
る
前
の
職
場
で
の
経

験
」（
三
二
・
四
％
）、「
派
遣
会
社
で
の
Ｏ
ｆ

ｆ
―
Ｊ
Ｔ
」（
二
三
・
一
％
）
が
多
い
。
能
力

や
ス
キ
ル
の
向
上
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
は
、「
あ
る
」
と
回
答
し
た
者
が
五

九
・
一
％
、「
な
い
」
が
四
〇
・
九
％
。
そ
の

内
容（
複
数
回
答
）は
、「
仕
事
が
高
度
に
な
っ

た
・
幅
が
広
が
っ
た
」
が
六
三
・
四
％
で
も
っ

と
も
多
く
、
次
に
「
仕
事
の
権
限
が
広
が
っ

た
り
、
責
任
あ
る
職
務
に
就
け
た
」（
二
九
・

五
％
）や「
賃
金
が
上
が
っ
た
」（
二
五
・
三
％
）

が
二
割
強
だ
っ
た
。

 一
つ
の
仕
事
・
職
場
で
長
く
働
く
こ
と
を
重
視

現
在
の
派
遣
会
社
に
対
す
る
不
満
（
三
つ

ま
で
選
択
）
は
、「
雇
用
・
収
入
が
不
安
定
」

（
一
九
・
六
％
）、「
派
遣
先
の
従
業
員
と
比

べ
て
賃
金
が
低
い
」（
一
七
・
〇
％
）
が
多
く
、

現
在
の
派
遣
先
に
感
じ
て
い
る
不
満
（
同
）

は
、「
派
遣
先
の
従
業
員
と
の
人
間
関
係
が
難

し
い
」（
一
五
・
一
％
）、「
休
暇
が
取
り
に
く

い
」（
一
三
・
六
％
）
が
多
い
。
た
だ
し
、「
特

に
不
満
は
感
じ
な
い
」
が
、
前
者
は
三
八
・

八
％
、
後
者
は
五
八
・
一
％
に
達
し
て
い
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

労
働
者
派
遣

1

四
割
超
が
正
社
員
で
の
就
労
を
希
望
―
厚
労
省
の
実
態
調
査
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派
遣
会
社
と
の
ト
ラ
ブ
ル
（
複
数
回
答
）

は
、「
事
前
に
説
明
さ
れ
た
内
容
と
実
際
の
就

業
条
件
が
違
っ
た
」（
四
・
四
％
）、「
教
育
訓

練
・
福
利
厚
生
に
対
す
る
配
慮
が
な
い
」（
二
・

一
％
）、「
派
遣
契
約
期
間
の
途
中
で
契
約
が

解
除
さ
れ
た
」（
一
・
二
％
）
な
ど
、
い
ず
れ

も
五
％
未
満
。「
特
に
ト
ラ
ブ
ル
の
経
験
は

な
い
」
が
八
七
・
〇
％
を
占
め
た
。

派
遣
先
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
申
し

立
て
や
相
談
を
し
た
こ
と
の
有
無
を
聞
く
と
、

「
あ
る
」
は
九
・
五
％
で
、「
な
い
」
が
八
四
・

四
％
だ
っ
た
。苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容（
三

つ
ま
で
選
択
）
は
、「
職
場
で
の
人
間
関
係
」

（
四
六
・
七
％
）、「
業
務
の
内
容
」（
三
〇
・

二
％
）、「
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
」（
一
八
・

一
％
）、「
労
働
時
間
（
残
業
等
）」（
一
五
・

一
％
）、「
賃
金
」（
一
四
・
一
％
）
な
ど
の
順

だ
っ
た
。

今
後
、
希
望
す
る
働
き
方
（
三
つ
ま
で
選

択
）
に
つ
い
て
は
、「
今
の
ま
ま
の
働
き
方
が

よ
い
」（
四
一
・
六
％
）
と
「
正
社
員
と
し
て

働
き
た
い
」（
四
一
・
○
％
）
が
と
も
に
約
四

割
。
他
の
「
派
遣
会
社
で
無
期
雇
用
さ
れ
る

派
遣
労
働
者
と
し
て
働
き
た
い
」（
八
・
六
％
）

や
「
無
期
雇
用
の
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、

準
社
員
と
し
て
働
き
た
い
」（
六
・
九
％
）、「
独

立
・
起
業
し
た
い
」（
五
・
六
％
）、「
派
遣
会

社
と
一
年
以
上
の
雇
用
契
約
を
結
ぶ
派
遣
労

働
者
と
し
て
働
き
た
い
」（
五
・
一
％
）、
な

ど
の
選
択
肢
は
い
ず
れ
も
一
割
未
満
だ
っ
た
。

今
後
働
い
て
い
く
う
え
で
重
視
す
る
こ
と

（
同
）
は
、「
一
つ
の
仕
事
・
職
場
で
で
き
る

だ
け
長
く
働
く
」
が
五
五
・
九
％
で
も
っ
と

も
多
く
、
次
い
で
「
家
庭
や
私
生
活
と
の
両

立
を
大
切
に
す
る
」（
三
九
・
〇
％
）、「
専
門

的
な
知
識
や
技
能
を
磨
い
て
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
を
め
ざ
す
」（
三
三
・
七
％
）
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

六
割
が
正
社
員
と
し
て
働
く
こ
と
を

希
望
―
派
遣
労
働
者
へ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
調
査

一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
結
果
を
み

る
と
、
回
答
者
の
性
別
は
男
性
二
六
・
四
％
、

女
性
七
三
・
六
％
と
、
女
性
が
多
数
派
に
な

る
。
年
齢
は
、三
五
～
三
九
歳（
二
五
・
一
％
）

が
一
番
多
い
の
は
同
じ
だ
が
、
次
に
多
い
の

は
四
〇
～
四
四
歳
（
二
二
・
七
％
）
で
、
三

〇
～
三
四
歳
（
一
七
・
〇
％
）、
四
五
～
四

九
歳
（
一
四
・
五
％
）
が
続
く
格
好
に
な
る
。

過
去
一
年
間
の
派
遣
就
労
に
よ
る
収
入
は
、

調
査
票
調
査
同
様
、
二
〇
〇
万
～
三
〇
〇
万

円
未
満
（
三
八
・
一
％
）
が
も
っ
と
も
多
く
、

次
に
多
い
の
が
一
〇
〇
万
～
二
〇
〇
万
円
未

満
（
二
五
・
二
％
）、
三
〇
〇
万
～
四
〇
〇

万
円
未
満
（
一
三
・
五
％
）
だ
っ
た
。
過
去

一
年
間
の
派
遣
以
外
に
よ
る
収
入
は
、「
な

し
」
が
六
一
・
三
％
を
占
め
る
。

 四
割
が
登
録
型
派
遣
で
就
労

現
在
の
就
労
状
況
に
つ
い
て
は
、
派
遣
会

社
と
の
雇
用
形
態
は
有
期
雇
用
が
七
〇
・

二
％
、
無
期
雇
用
は
二
五
・
五
％
。
派
遣
形

態
は
常
用
雇
用
型
が
五
三
・
四
％
、
登
録
型

が
四
一
・
三
％
で
、
調
査
票
調
査
に
比
べ
、

登
録
型
で
働
く
人
の
割
合
が
高
い
。

有
期
で
働
く
人
の
雇
用
契
約
期
間
を
み
る

と
、「
三
〇
日
超
三
カ
月
以
内
」が
三
二
・
四
％

と
高
く
、次
い
で「
三
カ
月
超
六
カ
月
以
内
」

（
一
八
・
〇
％
）、「
六
カ
月
超
一
年
以
内
」（
一

〇
・
三
％
）
が
続
く
。

現
在
の
派
遣
契
約
に
お
け
る
派
遣
契
約
期

間
は
、「
三
〇
日
超
三
カ
月
以
内
」（
二
〇
・

七
％
）、「
一
年
超
三
年
以
内
」（
一
六
・
八
％
）、

「
わ
か
ら
な
い
」（
一
五
・
五
％
）、「
三
カ
月

超
六
カ
月
以
内
」（
一
三
・
八
％
）
が
多
い
。

ま
た
、
現
在
派
遣
就
業
し
て
い
る
派
遣
先
の

業
種
は
、
製
造
業
（
二
五
・
〇
％
）
が
多
く
、

以
下
、そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
業（
一
四
・
二
％
）、

情
報
サ
ー
ビ
ス
業
（
九
・
三
％
）、
金
融
・

保
険
業
（
八
・
九
％
）、
卸
・
小
売
業
（
八
・

一
％
）
が
続
く
。
派
遣
就
労
し
て
い
る
業
務

は
「
一
般
事
務
」
が
二
八
・
〇
％
で
高
く
、

次
い
で
「
事
務
用
機
器
操
作
（
五
号
）」
の

一
八
・
五
％
、「
そ
の
他
の
二
六
業
務
」「
物
の

製
造
」（
と
も
に
一
〇
・
〇
％
）
と
続
く
。

多
い
「
賃
金
・
収
入
」
へ
の
不
満
を
訴
え
る
声

派
遣
就
労
を
始
め
る
直
前
に
就
い
て
い
た

職
は
、
正
社
員
が
五
七
・
五
％
で
も
っ
と
も

多
く
、
次
に
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
（
二
五
・

四
％
）、
契
約
社
員
（
一
四
・
二
％
）
と
な
っ

て
い
る
。
直
前
の
職
を
離
職
し
た
理
由
は
、

「
自
己
都
合
」（
七
二
・
六
％
）
が
多
く
、「
倒

産
・
廃
業
」（
九
・
一
％
）
や
「
契
約
終
了
の

た
め
」（
七
・
八
％
）、
は
一
割
未
満
だ
っ
た
。

派
遣
と
い
う
働
き
方
を
選
ん
だ
理
由
（
三

つ
ま
で
選
択
）
は
、「
正
社
員
の
職
が
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
た
め
」（
三
八
・
八
％
）
が
も
っ

と
も
多
く
、
以
下
、「
勤
務
地
・
勤
務
期
間
・

勤
務
時
間
を
選
べ
る
」（
三
三
・
六
％
）、「
働

き
た
い
仕
事
内
容
を
選
べ
る
」（
二
六
・
三
％
）、

「
私
生
活
と
の
両
立
が
図
れ
る
」（
一
八
・

六
％
）、「
就
職
活
動
が
不
要
」（
一
七
・
五
％
）、

「
他
の
非
正
規
雇
用
と
比
べ
て
賃
金
水
準
が

高
い
」（
一
六
・
六
％
）、「
残
業
や
休
日
出
勤

が
少
な
く
て
済
む
」（
一
三
・
三
％
）、「
会
社

の
人
間
関
係
に
煩
わ
さ
れ
な
く
て
済
む
」（
一

二
・
一
％
）
な
ど
と
な
る
。 

現
在
の
派
遣
会
社
へ
の
不
満
（
三
つ
ま
で

選
択
）は
、「
雇
用
・
収
入
が
不
安
定
で
あ
る
」

が
四
二
・
四
％
と
高
く
、
次
い
で
「
技
能
が

向
上
し
た
り
勤
続
期
間
が
長
く
な
っ
た
り
し

て
も
賃
金
が
上
が
ら
な
い
」（
二
九
・
〇
％
）、

「
担
当
し
て
い
る
仕
事
の
わ
り
に
賃
金
水
準

が
低
い
」（
二
二
・
八
％
）。
現
在
の
派
遣
先

へ
の
不
満
（
同
）
は
、「
派
遣
先
の
従
業
員
と

の
人
間
関
係
が
難
し
い
」（
二
〇
・
七
％
）
が

高
く
、「
特
に
不
満
は
感
じ
な
い
」
は
四
〇
・

一
％
と
な
っ
て
い
る
。
な
ど
。「
特
に
不
満

は
感
じ
な
い
」
は
一
六
・
〇
％
だ
っ
た
。

派
遣
会
社
と
の
ト
ラ
ブ
ル
（
複
数
回
答
）

を
み
る
と
、「
事
前
に
説
明
さ
れ
た
内
容
と
実

際
の
就
業
条
件
が
違
っ
た
」
が
一
七
・
四
％

と
高
く
、
次
い
で
「
教
育
訓
練
・
福
利
厚
生

に
対
す
る
配
慮
が
な
い
」（
七
・
九
％
）、「
派

遣
契
約
期
間
の
途
中
で
契
約
が
解
除
さ
れ

た
」（
六
・
八
％
）
が
続
い
て
い
る
。「
特
に

ト
ラ
ブ
ル
の
経
験
は
な
い
」
は
六
九
・
七
％
。

派
遣
先
で
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談
の
有
無
は
、

「
あ
る
」
が
二
二
・
二
％
、「
な
い
」
が
七
七
・

八
％
。
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容（
三
つ
ま
で
選
択
）

は
、「
業
務
の
内
容
」
が
四
四
・
九
％
と
高
く
、

次
い
で
「
職
場
で
の
人
間
関
係
」（
四
一
・

九
％
）、「
賃
金
」「
パ
ワ
ハ
ラ
、セ
ク
ハ
ラ
」（
と

も
に
二
一
・
一
％
）、「
労
働
時
間（
残
業
等
）」

（
一
二
・
〇
％
）、「
契
約
の
解
除
・
不
更
新
」

（
一
一
・
五
％
）
な
ど
の
順
に
な
る
。

今
後
、
希
望
す
る
働
き
方
（
三
つ
ま
で
選

択
）
に
つ
い
て
は
、「
正
社
員
と
し
て
働
き
た

い
」（
六
〇
・
七
％
）
が
突
出
し
て
お
り
、「
今

の
ま
ま
の
働
き
方
が
よ
い
」（
一
九
・
三
％
）

は
約
二
割
だ
っ
た
。

今
後
働
い
て
い
く
う
え
で
重
視
す
る
こ
と

（
同
）
は
、「
一
つ
の
仕
事
・
職
場
で
で
き
る

だ
け
長
く
働
く
」
が
六
三
・
九
％
で
も
っ
と

も
多
く
、
次
い
で
「
家
庭
や
私
生
活
と
の
両

立
を
大
切
に
す
る
」（
四
五
・
六
％
）、「
賃
金

の
高
い
仕
事
に
つ
く
」（
四
〇
・
〇
％
）
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。

 

（
調
査
・
解
析
部
）




